
東温市事務事業評価シート　令和３年度実施事業対象
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今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

職員が運転する車両の状態を維持することは必要不可欠なことです。

有効性 燃費向上に係る経費節減策や安全対策に有効性が高い事業です。

達成度

財政課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 6,945 6,167 7,489

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.038 75 0.038 77 0.038 77
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費
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一次評価者 管財係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

購入から10年以上が経過した車両が増え、修繕料の負担が増し、かつ、燃費性能等の環境に与える影響も大きくなっています。

効率性 事務負担の軽減と経費節減及び点検等の確実な実行において、車両リースなどを検討することも不可欠です。

改　革
計　画

経年車両の更新及び適正な車両台数の確保に努めます。

今後の方向性 現状維持

経年車両が増え、それに伴い修繕の必要な箇所が徐々に増加しています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

経年車両の増加により、維持管理費用の増加はもとより、性能低下等による環境への影響が大いに懸念されます。日頃から、故障を未
然に防ぎ、車両の性能維持を図るとともに、保有台数の見直しや、維持管理費用等の縮減を見込むことができるリースへの移行等、財政
運営への影響を十分視野に入れながら、適切な車両の維持及び更新に着手していく必要があります。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 5,685 4,884 6,206

0.191 1,185 0.191 1,206 0.191 1,206

計(Ａ) 5,685 4,884 6,206

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

法定点検実施率
法定点検実施台数／管理車両台
数

％
100 100 100 100

100 100

車両原因事故件数
公用車の事故の内、車両の不具合
が原因で発生した事故の件数

件
0 0 0 0

0 0

指標名

公的関与

089-964-4401 メールアドレス zaisei@city.toon.ehime.jp

１ 自主性・自立性の高い自治体運営の推進

事業区分

事業の目的
職員の使用する公用車の安全対策及び修繕費等の経費削減をす
るため。

根拠法令等 道路運送車両法

総合計画 政策目標 ５ みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ５ 自立した自治体経営の推進

003 2050 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

公用車管理費

日頃から点検・修理等の整備を行い、必要に応じて低燃費かつ安
全性の高い車両に更新します。
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事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 財政課 係　　名 管財係 電話番号

内部管理事務・その他 事業運営方法 直営 実施計画

共用公用車の法定点検の実施

事故等発生時の保険手続き

共用公用車へドライブレコーダーの設置

達成度を
測る指標


